
大光院の康永四年法華題目石

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた
だいこういんのこうえいよねんほけだいもく
いし

所在地 岡山市中区円山

指定年月日 昭和30年7月19日

解説

背面の刻銘によると、康永4年（1345）に大
沙門日妙の百か日供養に造立された。総
高1.5m、花崗岩製。三面に大覚大僧正自
筆と伝えられる法華題目を刻んでいる。も
と御津郡一宮村西辛川（現岡山市西辛
川）の妙善寺の堂内に安置されていたが、
寛文7年（1667）の岡山藩による寺院整理
により廃寺となり、曹源寺内の大光院に移
されたと伝えられる。

アクセス方法 両備バス「曹源寺」バス停から徒歩5分

公開状況 外観のみ

設備

備考


